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兵庫県たつの市でフェモラータオオモモブトハムシを発見

刈田悟史
フェモラータオオモモブトハムシ（Sagra femorata)

は主に三重県周辺で確認されている大型の帰化種である．
筆者は兵庫県下で２例目となる個体を確認しているので，
少し古い記録となるが報告する．

2017 年７月２７日正午過ぎ，兵庫県たつの市新宮町
にて，建物の自動ドア前に落ちてもがいている本種１♀

図 1　尼崎市立花町で発見されたヤシオオオサゾウムシ　著者撮影． 図 1　たつの市で見つかったフェモラータオオモブトハムシ　著者撮影．

後日，この奇妙なゾウムシについて調べてみると，
ヤシオオオサゾウムシであることがわかった．その後
本件を，兵庫県立人と自然の博物館に連絡したところ，
2017 年 11 月に本種は西宮市で発見されていたことが
わかった（川崎ら，2017）．また，同博物館を経由して，
尼崎市役所に問い合わせたところ，尼崎市での記録はと
くに知られていないようであった．

ヤシオオオサゾウムシのいた医院は市街地にあり，
周辺には草木もなく，どこかから飛来して偶然医院内に
迷い込んだものと思う．本種の食樹はフェニックスとさ
れているが，発見場所付近にフェニックスの植栽は見当
たらず，発生源は特定できなかった．なお川崎らの西宮
市での発見地点から今回の発見地点までは，武庫川を挟
んで，直線距離で 3km 足らずである．

記録の公表を勧めてくださった兵庫県立人と自然の
博物館，八木剛氏にお礼申し上げる

○参考文献
川﨑菜穂子・川﨑安寿，2017．兵庫県西宮市でヤシ

オオオサゾウムシが発見される．きべりはむし，
40(1)：38．

(Kazuyuki	NISHIKAWA　兵庫県西宮市 )

を確認，撮影した（図 1）．確認した個体は中脚が左右
とも欠損していたが非常に活発に活動しており，撮影後
に誤って逃げられてしまったため，標本は残っていない．

なお，発見箇所は栗栖川沿いであり，川沿いのクズ
群落での発生を疑ったが，それ以降追加個体は確認でき
ておらず，冬期に周辺を探索した際にも虫こぶ・ゴール
等は確認できなかった．おそらくは資材等にまぎれて持
ち込まれたものではないかと思われる．

なお，本種の本来の産地はインドから東南アジア，
中国南部であり，2009 年に三重県松阪市で確認された
後，三重県内での分布域を拡大し続け，2017 年以降は
愛知県名古屋市にも定着している．兵庫県内では 2016
年 7 月に宍粟市にて１例の記録が確認されているもの
の，それ以降の今回記録以外の報告はなく，現状では定
着していないものと推定されるが，一度定着すると根絶
は困難であることから，今後も十分な注意が必要である．

○参考文献
三木	進，2017．兵庫県宍粟市でフェモラータオオモモ

ブトハムシ．きべりはむし，39（2）：72–73．
戎谷秀雄・宮武頼夫，2011．三重県におけるフェモラー

タオオモモブトハムシの 2006	年の記録．月刊むし，
488：41．

秋田勝己・乙部宏・高桑正敏，2010．三重県に定着し
た外来種フェモラータオオモモブトハムシの駆除を
試みて．月刊むし，473：43-44．

平成２９年度愛知県外来種調査結果の概要　（https://
www.pref.aichi.jp/uploaded/life/195505_473673_
misc.pdf）

（Satoshi	KARITA　兵庫県たつの市）
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阪神間におけるカメムシ 2 種の記録

神吉正雄・石川佳史
筆者らは最近分布を拡大させている外来種のカメム

シ 2 種を芦屋市・西宮市・尼崎市で採集しているので
報告する．

1．マツヘリカメムシ　Leptoglossus occidentalis
23. Ⅹ .2017.	1ex.　西宮市甲山町　甲山森林公園　石川佳史

　公園事務所付近のアカマツから採集

3. Ⅺ .2017.	1ex.　西宮市甲山町　甲山森林公園　石川佳史

　公園事務所付近のアカマツから採集

26. Ⅹ .2016.	1ex.　芦屋市奥山　蛇谷　神吉正雄

　蛇谷登山道の樹林のスウィーピングで採集

22. Ⅹ .2018.	1ex.　芦屋市剣谷　ごろごろ岳　神吉正雄

　ごろごろ岳山頂付近の施設の壁面に止まっていた

2．クスベニヒラタカスミカメ　Mansoniella cinnamomi
6. Ⅷ .2017.	多数　西宮市甲山町　甲山自然の家　石川佳史

　自然の家付近のクスノキのスウィーピングで採集

3. Ⅸ .2017.　多数　西宮市甲山町　甲山自然の家　石川佳史

　自然の家付近のクスノキのスウィーピングで採集

11. Ⅻ .2018.	2exs.　西宮市甲山町　甲山森林公園　石川佳史

　森林公園内のクスノキのスウィーピングで採集

18. Ⅻ .2018.	2exs.　芦屋市岩園町 46　畑地　神吉正雄

　畑の横のクスノキのスウィーピングで採集

18. Ⅻ .2018.	2exs.　芦屋市旭が丘 39　山麓公園　神吉正雄

　公園のクスノキのスウィーピングで採集

21. Ⅻ .2018.	2exs.　尼崎市扇町　中央緑化公園前　神吉正雄

　街路樹のクスノキのスウィーピングで採集

23. Ⅻ .2018.	3exs.　西宮市鞍掛町　法務局敷地内　神吉正雄

　駐車場のクスノキのスウィーピングで採集

筆者らはマツヘリカメムシを 2016・17・18 年の秋
に採集しているが，数は少ないようで，いずれも 1 頭
ずつの採集である．西宮市甲山一帯，芦屋市全域につい
て長期で昆虫類の調査を行っているが 4 頭のみの確認
であった．芦屋市南部等でクロマツのスウィーピングで
採集を試みたが確認できていない．

クスベニヒラタカスミカメについては西宮市甲山一
帯には広くしかも密度高く発生していた．甲山一帯以外
は 12 月に入り上記のポイントのみの確認調査であるた
め発生盛期の生息密度は不明であるが，クスノキでの食
痕の状態から多く発生していたものと考えられる．各場
所での越冬確認は今後の課題．ただ，スウィーピングで
採集の際越冬中と考えられるツヤアオカメムシが同時に
数頭落下することが多い．

○参考文献
伊藤誠人，2015．兵庫県神戸市で採集されたマツヘリ

カメムシ . きべりはむし，38（1）：26．
岡本素治，2018．近畿地方におけるクスベニヒラタカ

スミカメの季節消長 . きしわだ自然資料館研究報告，
No.5：27-35．

（Masao	KAMIYOSHI	　兵庫県宝塚市）
（Yoshifumi	ISHIKAWA　兵庫県西宮市）

図 1　マツヘリカメムシ，芦屋市ゴロゴロ岳，2018.10.22 神吉正雄採集．

図 2　クスベニヒラタカスミカメ，西宮市甲山町，2018.12.11石川佳史採集．
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きべりはむし 投稿案内

1. 内容
「きべりはむし」は，老若男女を問わず，昆虫に関心のある読者を対象とし，兵庫県ならびに地域の昆虫相，昆虫

の採集・観察・飼育の記録や方法，昆虫学の解説，昆虫を題材とした教育や地域づくりに関する記録や方法などの，
未発表の報文を掲載します．

2. 編集・発行
「きべりはむし」は，兵庫昆虫同好会の機関誌ではなく，独立した雑誌とし，「きべりはむし編集委員会」が編集し，

「兵庫昆虫同好会」と「NPO 法人こどもとむしの会」が共同で発行します．巻号は，兵庫昆虫同好会発行の「きべり
はむし」の継続とします．

3. 著作権
掲載報文の著作権は，「NPO	法人こどもとむしの会」に帰属するものとします．

4. 体裁・媒体
本誌の判型は A4 判とし，横書き 2 段組とします．本誌は，Adobe	PDF	形式による電子ファイルとして出版し，デー

タは「NPO 法人こどもとむしの会」の web サイト (http://www.konchukan.net/kiberihamushi) からダウンロードで
きるものとします．また，紙媒体による印刷物を別途製作し，希望者に時価で頒布します．

5. 投稿者
本誌への投稿者には特に制限を設けません．

6. 原稿提出時のお願い
原稿は，原則としてデジタルデータでおねがいします．以下を参考に，文字部分と，図や表の部分は別々のファ

イルとして提出ください．従来通りの紙原稿でも受付しますので，ふるって投稿ください．

1) 文字部分
図表以外の部分と図表のキャプションは，1 つのファイルとして，リッチテキスト形式 (.rtf) で保存してください．

ゴシック体，イタリック体などの書体も指定ください．原稿は，一般に，表題，著者，要旨，本文，謝辞，文献で構
成します．本文が数ページに及ぶ報文の場合は，本文の前に 400	字以内程度の要旨をつけることも可能です．文献，
ホームページの引用は，一般的な学術雑誌の例にならってください．

2) 図表
それぞれの図表ごとに別々のファイルとして作成し，.jpeg，.psd，.pdf	などの形式で保存してください．また画

像データにつきましては可能な限り，高解像度での保存をお願いします．図表の幅は，1 段または 2 段分となります．
原則として，単純な拡大縮小以外は行わず，そのまま印刷に供しますので，図表中の文字サイズは，刷り上がりの大
きさを考えて適切に設定してください．また，写真のトリミングは，適切にトリミングしたものを提出してください．
著者以外が作成した地図や，人物が写っている写真を用いる場合は，事前に，著作権者や本人の承諾を得ておいてく
ださい．
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7. 原稿送付先
きべりはむし編集委員会　kiberihamushi@konchukan.net
〒 562-0002　大阪府箕面市箕面公園 1-18　箕面公園昆虫館

8. 原稿の修正，採否等
編集委員会は，内容や文言の修正を著者に求めることがあります．また趣旨に合わない原稿は掲載をお断りする

ことがあります．

9. 投稿者，原稿内容に関する問い合わせ
個人情報保護の観点から，投稿者個人の連絡先は明記しておりません．お問い合わせ等につきましては
きべりはむし編集委員会メールアドレス　kiberihamushi@konchukan.net　までお願いいたします．

10.ISSN について
きべりはむしは第 32 巻第 2 号からオンラインジャーナルの PDF 版が正式版となりました．これに伴い，ISSN( 国

際標準逐次刊行物番号 :International	Standard	Serial	Number) を取得しました．ISSN とは，雑誌などの逐次刊行物
の情報を識別するための国際的なコード番号です．

・参考 web サイト
ISSN 日本センター：http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/issn.html



編 集 後 記

○今号も投稿いただいた皆様のおかげで多彩な紙面となりました．この場を借りて改めてお礼申し上げます．
○今年は記念すべき NPO 法人こどもとむしの会設立 10 周年です．きべりはむしがオンラインジャーナ

ルとして生まれ変わったのが 2010 年 3 月発行の第 32 巻第 2 号でした．この号から今まで編集作業
に携わってきたことを振り返ると，感慨深いものがあります．

○本誌は地域の生物相に関する正確な情報を蓄積するという役割を担っています．その重要性は今後も変
わらず，むしろより高くなるものと考えられます．

○次号第 42 巻第 1 号は NPO 法人こどもとむしの会設立 10 周年特別号として 6 月 1 日発行予定です．
皆様の投稿をお待ちしています．

（編集長　中峰	空）

きべりはむし　第 41 巻　第 2 号

2019 年 3 月 25 日　発行

編　集	 きべりはむし編集委員会

発　行	 兵庫昆虫同好会・NPO 法人こどもとむしの会

事務局	 きべりはむし編集委員会　kiberihamushi@konchukan.net
	 〒 562-0002　大阪府箕面市箕面公園 1-18 箕面公園昆虫館

きべりはむし web サイト：http://www.konchukan.net/kiberihamushi
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